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笠縫学区人口（5月31日現在）
男性／5,452人　女性／5,772人
世帯数／4,892世帯 website：http://www.machikyou.jp/kasanui/ 公式 LINEまち協HP

毎年恒例となっているこの体験、サツマイモってどこからきたの？どんな種
類があるの？どうやって植えるの？といったサツマイモの歴史や植え方などの
豆知識を子どもたちに伝えました。そして、子どもたちの一番の楽しみはやっ
ぱり苗植え！今年は「紅はるか」をみんなで植えました。初めて経験する子ども
たちも多く、ワイワイ楽しそうにしている姿をたくさん見ることが出来ました。
これから秋の収穫に向けてこれからしっかり育てていきます。また、秋に成
長した子どもたちと
一緒に楽しくサツ
マイモ の収穫体験
ができればと思い
ます。

詳細につきましては、本紙3～4ページ及び
まちづくり協議会のホームページに掲載しています。

まち協HP
http://www.machikyou.jp/kasanui/com/
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みんなが主役
いきいきつながるまち　笠縫

【総会で承認された議案】
第１号議案　令和４年度事業実績報告
第２号議案　令和４年度収支決算報告および監査報告
第３号議案　第２次笠縫学区まちづくり計画
第４号議案　令和５年度事業計画
第５号議案　令和５年度収支予算

５月２７日（土）笠縫まちづくりセンター大会議室において、
令和５年度笠縫学区まちづくり協議会定期総会を開催しまし
た。当日は、議決権を有する対象者数５７名中、委任状を含め
53名出席のもと、提出案件５件について審議され、すべて原
案通り可決承認されました。

■令和5年度
　笠縫学区まちづくり協議会定期総会

5月22日
（月） 

主催：笠縫ツナガリ隊
場所：笠っ子アドベンチャーパーク（ＫＡＰ）

サツマイモ苗植えサツマイモ苗植え笠縫ツナガリ隊笠縫ツナガリ隊
笠縫 ! 笠縫 ! 

地域協働合校として笠縫小学校2年生と
サツマイモの苗植え体験をしました。



皆様こんにちは、地域
コーディネーターは学校
の「地域協働合校」担当
の先生と協力し、身近な
地域にある様々な教育資
源（環 境・文 化・産 業）
やふるさと学習を支援い
ただける人材を発掘し、

地域協働合校の推進・充実に向け、「地域・家庭・学校を
つなぐ架け橋の役割」を担っています。
地域の課題や学校の教育課題を共有しながら、地域の支
援者との連絡調整をとり、実情に合わせて定期的・継続的
な活動プログラムを計画しています。様々な体験学習や地
域の皆様とのふれあいを通して、子ども達が地域の良さに
触れ、地域を誇りに思う気持ちを育むことをめざしていま
す。
まちづくり協議会をはじめ、各種団体の皆様、地域社会
の皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。　

笠縫小学校地域コーディネーター：小寺厚子、小寺栄子
松原中学校地域コーディネーター：杉江由紀子

笠縫学区人権推進協議会の今
年度の現地視察研修を行いまし
た。コロナ禍で中止が続いてお
り、久方ぶりの開催でしたが、
28 名の参加がありました。研修
先は昨年の学区総括研修会で講
演いただいた大原和子さんの活
動拠点である、堺市舳松（への
まつ）人権歴史館です。館員の
方より、この地区の歴史や住ん
でいる方々の厳しい生活環境の
話を聴き、改めて同和問題の根
深さを感じました。その後、館
内の展示物を見て、「差別をなく

そう」「自分は差別をしない」という、同和問題の原点を思い起
こさせてくれた有意義な研修となりました。

今年度も、健康運動指導士の中原今日子さんを講師にお
迎えし、『心も身体もリフレッシュ！』をテーマに、全５
回連続体操講座を開催しました。
第１回目は 23 名の参加者が、椅子に座ったまま出来る

簡単なストレッチや、コロナ禍で低下している筋力をアッ
プするための身体の動かし方を学びました。終了 10 分前
には少し早いテンポの音楽に合わせて、先生の軽快なトー
クとともに、両手両足を元気いっぱい動かし、楽しく受講
しました。

市社会福祉協議会より講師を招き、地域の福祉委
員、各町内会長、民生委員・児童委員の 65名が集い、
担い手研修会を開催しました。
とりまく社会情勢や、進むデジタル化により、私
たちの暮らしは孤立しやすい状況にあります。そう
した地域の中で、福祉委員は「気づく・受け止める・
つなぐ・つながる」という４つの視点での活動が大
切であること。また、ご近所さんとの立ち話やあい
さつも身近な活動であることを学びました。
今回の学びを基に、今後身近な地域福祉活動をす
ることで気付いたことや、知り得た地域活動を次回
の研修で話し合うこととなっています。

第164号
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こんにちは！

主催／場所：笠縫まちづくりセンター

第１回 リフレッシュ体操 6月3日（土）

主催：笠縫学区人権推進協議会
場所：堺市立人権ふれあいセンター・舳松人権歴史館

人権視察研修 6月4日（日）

主催：地域福祉部会
場所：笠縫まちづくりセンター

第１回 担い手研修会 6月3日（土）
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令和5年度 主な事業計画

令和5年度 重点事業計画

令和4年度 主な事業実績

令和4年度 決算・令和 5年度 予算

令和 5年 7月1日

●地区防災計画の運用と実施
笠縫学区「地区防災計画（令和元年策定）」を基に、昨年に引き
続き防災訓練等の実施、検証、計画の見直しを行い、学区民の防災
に対する意識と非常時の対応力の向上を図り、誰一人取り残さない
防災体制の確立に取り組みます。

●次世代につなげるまちづくり事業の展開
「笠縫ツナガリ隊」を中心に、「人から人へ 人と人をつなげる」ま
ちづくりに取り組みます。次世代の人達が、地元の先輩達から地域
の様々なことを学びながら、地域の事業や活動に、楽しんで関わっ
ていける活動を展開します。

■笠縫学区ふれあい広場2023
■市長とまちづくりトーク
■地域課題解決事業（防災対策委員会・笠縫ツナガリ隊）
■地域医療と福祉を考える会議
■健康のまちづくり推進事業
■笠縫学区人権推進協議会

●自治連合会
敬老事業(各町内会)、ふれあい広場参画・運営支援、まち協各事業
支援、環境整備事業 他

●情報発信部会
「リーフかさぬい」発行、まち協ホームページ更新・公式ＬＩＮＥ運
用 他

●地域福祉部会
福祉活動担い手研修会、小学校とまち協との交流会、70歳以上
一人住まいの方への支援、地域サロン交流会、敬老事業支援 他

●文化・健康・スポーツ部会
歩こう会、ニュースポーツ普及啓発、健康啓発講座、グラウンドゴル
フ大会、チャレンジスポーツ 他

●子ども育成部会
あいさつ運動、すこやかセミナー、かさぬい☆わんぱくっ子（体験
事業・バス研修・もちつき体験） 他

●地域安全部会
ふれあいパトロール、高齢者の交通マナー研修会、こども110番の
家、防災研修会、防犯街頭啓発、防犯研修会、笠縫みまもり隊 他

●かさぬいカフェ
●まちづくりセンター事業
センター運営・管理、やすらぎ学級、人権講座、体操講座、カル
チャー講座 他

交付金及び補助金 8,509,000
その他収入 2,086,810
Ｒ3繰越金 3,404,575

収入合計 14,000,385

まち協運営費 5,348,564
町内会活動費 442,648
専門部会費 6,103,977

支出合計 11,895,189

2,105,196

指定管理料（まちづくりセンター維持管理決算）
19,921,377
19,141,297

780,080

■令和5年度　予算 【単位：円】

■令和4年度　決算 【単位：円】

交付金及び補助金 8,280,000
その他収入 2,066,000
Ｒ4繰越金（Ａ＋Ｂ） 2,885,276

収入合計 13,231,276

まち協運営費 4,576,276
町内会活動費 724,000
専門部会費 7,931,000

支出合計 13,231,276

指定管理料（まちづくりセンター維持管理予算）
19,653,000
19,653,000

収
入

支
出

 収入（指定管理料 他）
 支出（人件費・委託費 他）

収
入

支
出

 繰越金（Ａ）

 収入（指定管理料 他）
 支出（人件費・委託費 他）

 繰越金（Ｂ）

まち協HP
http://www.machikyou.jp/kasanui/com/

詳細な資料は、まちづくり
協議会ホームページに掲載
しています。

（重点事業）
■地区防災計画を基に被害状況報告訓練を実施
■笠縫ツナガリ隊での、次世代が地域に関わりやすい体制を考え
る（さつまいも苗植え・さつまいも/えだまめ収穫体験、健康
ワークショップ）
■第２次笠縫学区まちづくり計画（令和5年～9年度）策定
　（学区住民アンケート実施）

（その他の事業）
・ふれあい広場 2022
・町内学習懇談会
・70歳以上一人住まいの方訪問（民児協共催）
・かさぬい☆わんぱくっ子（社会見学・体験事業）
・防災研修会（ワークショップ）
・かわら版かさぬい健康フェスタ第３号発行
・笠縫まちづくりセンターの運営・管理
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文：故堀田豊彦氏（要約掲載しました）
絵：故井野博氏

笠縫手話サークルを訪問しました。

まちづくりセンターの

自主教室紹介

Ｑ．現在は何名ですか？
１０名＋手話講師１名で活動しています。
Ｑ．どのような活動でしょう？
初心者の方も無理なく手話が学べるよう、
会話以外にも手話ソング、文章の手話表
現、手のひらに書く指文字など工夫して進
めています。
なにより、無理なく楽しみながらコミュニケ
ーションできることを心がけています。

そ

十

の

よ

昭和 30 ～ 40 年頃は、テレビのある家も少なく、夏
場の屋外映写会で映画を見ることが楽しみの一つでし
た。そのころの様子を地域の方にお聞きしました。
Ｑ．どんな映写会？
　夏休みの小学校校庭や河川敷にスクリーンを張っ
て、大きなフイルム・リールの映写機で映していました。
今ならＤＶＤとプロジェクターで簡単に見ることが出
来ますが、当時は、資格を持った映写技師が操作す
る大掛かりな装置でした。
　映画内容は、あいまいになってきましたが、チャン
バラや漫画映画だったと思います。
大きな画面、大きな音量はよく覚えていて大迫力でし
た。
　一緒に行った友だちと大きな声で話したり、笑った
りで夏休みの楽しい思い出です。
Ｑ．では、テレビはいつ頃から？
　昭和に開催された東京オリンピック（1964 年）前
後が、各家庭にテレビが普及した頃と思いますが、そ
れまでは、テレビのある家庭に見せてもらいに行くの
が普通でした。男の子はプロレスなど見に行きました。
その家のお父さんも居るので、固くなって「借りてき
た猫」状態で、見ていました。
※このころは、ブラウン管式の白黒テレビで、リモコ
ンは有りませんでした。

※インタビュアーの感想
夏の映写会は地域娯
楽であると同時に、地
域交流の場だったよう
に感じました。
屋外なのでやぶ蚊を
払いながらの様子が頭
をよぎり笑いをこらえま
した。

ふるさと笠縫かるた販売中！　 まちづくりセンター
＝映写会、蚊取り線香、香漂う（番外）＝

笠縫手話サークルでは
サークル員を随時募集

しています！
お問い合わせは

まちづくりセンター迄
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今月号から表紙「リーフかさぬい」のタイトル下の言葉が変わったことに気付かれましたか？『みんなが
主役 いきいきつながるまち 笠縫』。定期総会で承認された「第２次笠縫学区まちづくり計画」で新たに策
定されたまちの将来像です。これを具現化する計画も含め、この思いが広がるように願います。（Ｏ.Ｋ）

編集後記編集後記

令和 5年 7月1日第164号 リーフかさぬい

離乳食レストラン
主催／笠縫学区健康推進員　
場所／笠縫まちづくりセンター

地
域
ト
ピ
ッ
ク

「やまびこ教室」は、学校に行きにくい状態にあ
る子どもたちが学校復帰や社会的自立をめざして
さまざまな活動に取り組む場所です。これまでの
「青地教室」のほかに５月１日から「上笠教室」が新
たに開設されました。
場　　所／ＪＡレーク滋賀 笠縫支店２階
問合せ先／ＱＲコードより参照ください

離乳食と食育に関する
情報交換の場に 13 組の親
子が参加しました。市保健
師の座学の後、健康推進員
による離乳食（初期、中期、
５倍がゆ・７倍がゆ等）の
調理実習の見学を行いま
した。
今年度は、新型コロナで

中止していた離乳食の試
食も行い、舌ざわりや味付
けなどを確認しました。質
疑応答も活発で、終了後も
保健師に熱心に質問されていました。

７年目を迎えたこの活動も、地域の皆様に温かく見守
っていただいています。受付開始時間には多くの方が訪
れ、先輩委員の皆様にも協力いただき、笠縫小学校調理
室の21本含め145本の包丁を研がせていただきました。
次回はひとり住まいの高齢者を対象に10月に行う予定

です。この活動が少しでも地域の「輪」作りに貢献出来
ればと思っています。

やまびこ上笠教室が
　　　開設されました

恒例のあおばなの苗植えが、笠縫小
学校の学習畑で行われました。
市内で唯一栽培する中川正雄さん

（93 歳）から、あおばなの用途や、栽培
の苦労話などを聞きその後、小学３年
の児童たちが苗を植えました。７月ご
ろからは、花が咲きだします。

まちかどフォト

笠縫小学校の
「あおばな」栽培

やまびこ教室
詳細は
コチラ！

４月27日（木）自主教室「ギター愛好会」が、まちづくりセンター
でロビーコンサートを行いました。同時にかさぬいカフェも開催
しました。「この広い野原いっぱい」「結婚しようよ」など懐か
しい曲が演奏され、参加者で合唱しました。

ロビーコンサートでほっこりかさぬいカフェ開店

5月24日
（水）

主催：笠縫学区民生委員児童委員協議会
場所/笠縫まちづくりセンター

包丁研ぎボランティア 5月27日（土）

5月12日

※かさぬいカフェ
の 開 催 日 は、
ま ち 協 公 式
LINE アカウン
トで随時お知ら
せします。
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